
複式学級高学年 算数科学習指導案 

指導者 川口 知佐子 

１ 日  時  令和６年 11月 16日（土） 第１校時（9：00～9：45） 

２ 学年・組    小学校複式高学年 計１５名（５年男子４名，女子３名 ６年男子４名，女子４名） 

３ 場  所  小学校複式高学年教室 

４ 単 元 名  円と正多角形          円の面積 

５ 単元について 

本単元は，第４学年までに学習してきた図形

の構成や性質をもとに，正多角形の性質につい

て理解できるようにすること，さらに円と関連

付けることで円の性質も理解できるようにする

ことを主なねらいとしている。これまで学習し

てきた三角形・四角形・多角形の図形の学習及

び割合の学習を活用し，様々な視点から図形を

考察することで，統合的・発展的に考察する力

を育成することができる。特に円周率は「円周

÷直径」で求めることができることや円周は直

径の長さに関係するなど２つの数量の関係も意

識する中で，図形の見方を豊かにすることがで

きる。同時に，円周の長さの直径の長さに対す

る割合が一定であることを理解することを通し

て，割合の理解を深めることもできる。円周率

が 3.14であることを理解する過程で，円周率の

歴史に触れ，正多角形を円に近づけていくこと

で，先人の学びを追体験することができるとと

もに，スクラッチなどを活用し，正多角形を作

図することで，プログラミング的思考力を育て

ることができる単元である。さらに，本単元で

の学習は，第６学年の円の面積にもつながる。 

 

 

本学級の児童は，第４学年までに三角形や四

角形，円の性質やコンパスの使い方を学習して

きている。また，割合の素地として倍の考えを

学習している。第５学年では，倍の考えを小数

まで広げ，「小数のかけ算」「小数のわり算」を

学習した。その際，図や表を活用して立式する

学習を行ったが，数量関係を捉えることが難し

く，さらに乗除の場面を理解していない状況で

あった。図形の性質においても，算数の言葉で

はなく「何となく」「曖昧」で理解しているつ 

もりになっており，他の図形と比較したり，性

質から図形を想起したりするまでには至ってい 

本単元は，第５学年までに学習してきた円周

の長さを活用して，円の面積を基本図形の面積

の求め方に帰着することで工夫して測定する能

力を伸ばすことを主なねらいとしている。ま

た，基本図形の面積の学習は円が最後となるた

め，公式をつくる活動を通して，算数として簡

潔かつ的確な表現へと高める能力を一層伸ばす

こともねらいとしている。公式を覚えるのでは

なく，図形を構成する要素に着目し，既習の求

積可能な図形の面積の求め方を基に考えるなど

数学的な見方・考え方を働かせて理解すること

を通して，統合的・発展的に考察する力を育成

することができる。その際に，図形の一部を変

形したり移動したりする等積変形の考えを導

き，円の面積は円周の長さと関係があることに

気づくことができる。また，円に近づけて考え

るため，単元の最後に学習する「およその面

積」につなげて，大きさの見通しをもつ力もつ

けることができる。既習の図形の面積を活用す

る中で，既習の図形の性質及び面積公式につい

ても理解を深めることができる。さらに，円を

も含めた複合図形の面積の求め方を考えること

を通して，図形の見方を豊かにすることができ

る単元である。 

本学級の児童は，算数の学習内容に興味があ

り，通塾している児童が多いことから，学校で

の学習内容については，先行知識をもってい

る。そのため，知っている内容については，深

く考えたり，様々な方法で考えたりすることが

難しく，集中して学習に取り組むことができな

い。しかし，より複雑で難しい問題ほどできる

ようになりたいという思いから前向きに学習す

ることができる。「ならべ方と組み合わせ方」の

学習では，「チームの数が増えると」と発展的に

考えたり，複数の方法から共通点を見つけて式

に表すなど統合的に考えたりする姿が見られ 



ない。授業の中で，全員が間違っていることも 

多々あり，教師が直接指導に入り，２年生や３ 

年生の既習場面に戻り，乗除の場面を復習して

きているが，理解するまでには至っていない状

況である。全員が通塾しており，円周率 3.14 は

先行知識としてもっている。 

 

複式学級の見守り型支援による学習形態も指

導中であり，４月当初に比べると，自分たちで学

習を進める方法が身に付きつつある。友達の意見

を否定するのではなく，受け入れようとする姿勢

や，自分で問題に取り組んでみようとする姿勢が

見られるようになってきた。 

 

指導に当たっては，先行知識を大切にするた

めに，3.14 を導く学習過程ではなく，3.14 は何

かを思考する学習過程にする。そうすること

で，知っていることを導くのではなく，3.14 と

いう円周率を様々な方向から価値づけることが

できると考える。ゴールがはっきりしているこ

とで，学習内容がそれることもなく，さらに，

乗除の理解を深めることもできる。図形の性質

については，コンパスによる作図も行うが，ス

クラッチやジオジブラなどの ICT も活用し，視

覚的に理解することができるようにしていきた

い。そのような過程の中で，自分の言葉で表現

する場を設定し，友達の意見を受け入れつなげ

ていくことで，算数の言葉を用いて説明する力

を身に付け，数学的な見方・考え方を高めてい

くことができるようにしていく。 

 

 

本時では，中島（2015）の問題を扱うこととす

る。この教材を扱うことで，条件を変えて円周の

長さを数値化することを通して，パターンを探し

ながら一般化する児童の姿が見られると考える。

そうすることで，統合的・発展的に考察すること

ができる。問題の導入場面では，第６学年と一緒

に行うことで，教師が提示することができるよう

にする。まずは，円の中心に点を打つ場面を行い，

２つの半円にする道順が始めの道順と同じであ

ることに気づくことができるようにする。その後，

点の場所や半円の個数を変えた場面を用意し，求

めることで，どのように分けても道のりが同じで 

あることを導く。そこから，同じになる理由を式 

た。学習内容は身に付いており，知識・技能面で

の学力は高いが，公式の意味が理解できていない，

自分の考えを説明することができないなど，思考

力・表現力・判断力においては課題がある。円の

面積については全員が求めることができるが，既

習の図形に帰着して公式の意味を理解すること

はできていない。 

複式学級の見守り型支援による学習形態では，

自分たちで問題にじっくり取り組み，様々な考え

から理解を深めることが難しいため，答えが出た

らすぐに終わっている現状がある。４月当初に比

べると，友達の意見に質問したり，分からないこ

とを伝えたりして深めようとする姿が見られる

ようになってきている。 

指導に当たっては，先行知識をもとに，前向き

に思考し，理解を深めることができるように，公

式から導入する。円の面積の公式を説明する際に，

図形を基に表している数値を考えることを通し

て，等積変形する考えに気づき，円の面積は円周

に関係があり，円周率を使うことを理解できるよ

うにしていきたい。その際には，作図をしたり，

実際に円を操作したりして視覚的に実感を伴っ

て公式を理解できるようにしていく。より深い学

びにするためには，既習内容とつながった実感が

大切になってくると考えるため，複合図形の面積

も作図を通して，これまでの図形の性質に気づい

たり，それを活用して考えたりすることができる

ようにしていく。和算の問題を提示することで，

より難易度の高い問題にチャレンジしたり，図形

を組み合わせた面積の問題を自ら作成したりす

る活動も行う。そうすることで，より図形の見方

を豊かにしていきたい。 

本時では，正方形に敷き詰められる円の面積の

関係について考える問題を扱うこととする。この

問題は，円の大きさを変えたり，数を変えたりす

ることで，円の面積の演習もできるとともに，直

径と面積を関連させて考えることができる。円の

数や大きさを変えても面積が変わらないことに

気づき，円の求積公式に立ち返ってその理由を説

明することができる。その後，一辺の長さが変わ

ったら，長方形だったらと発展的に考察したり，

直径の長さが同じなら面積が変わらないと一般

化することで統合的に考察したりすることがで

きるようにしたい。そうすることで，パターンを

探し求める子どもが見られると考える。さらに， 



や円周率，円周を求める公式を活用し説明できる

ようにする。条件を教師が設定することにより，

「なぜ？」と疑問をもち，主体的に課題に関わる

ことができるようにする。既習内容を活用して，

思考する中で，直径と円周の関係をもう一度考え，

理解を深めたり，何度も円周の長さを求めること

で円周の長さを求める演習ができたりすると考

える。終末では，第６学年と学習内容の交流をす

ることで，半円ではなく，円だったらとさらに発

展的に考察する児童の姿を目指したい。 

 

 

 

 

６ 単元の目標 

（１）円と関連させて正多角形の基本的な性質

を理解することができる。 

円周率の意味，円周や直径の長さの求め

方について理解することができる。 

（２）図形を構成する要素及び図形間の関係に

着目し，構成のしかたを考察したり，図形

の性質を見いだしたりして，その性質を，

筋道を立てて考え説明する力を養う。 

（３）図形を構成する要素やそれらの関係に着

目して，図形の性質を考察したり，見いだ

した性質について筋道を立てて説明したり

しようとする態度を養う。 

 

 

敷き詰めることで，正方形の一辺は直径の長さ

と同じであることを理解し，図形の見方を豊か

にすることができると考える。問題の導入場面

では，第５学年と一緒に行うことで，教師が問

題提示を直接指導することができるようにする

とともに，円周の長さとも関連付けて考えよう

とする見方をもつことができるようにする。児

童の学びの様子から，自由に条件設定しても発

展的に考察できそうであったら，個人で条件を

変えて問題に取り組むようにする。さらに，終

末では，第５学年と交流することで，円周の長

さと関連付けて公式を捉えたり，半円だったら

と発展的に考察したりする児童の姿を目指した

い。 

 

（１）円の面積は，（半径）×（半径）×（円周

率）で求めることができることを理解し，

円の面積を求めることができる。 

身の回りにある形について，その概形を

捉え，およその面積などを求めることがで

きる。 

（２）図形を構成する要素などに着目し，既習

の図形とその求積方法に帰着させながら，

筋道立てて面積の求め方を見いだすととも

に，その表現をふり返り，簡潔かつ的確な

表現に高め，公式として導く力を養う。 

（３）未知の図形の面積を既習の図形とその求

積方法に帰着させながら，工夫して求めよ

うとし，それを日常生活に生かそうとする

態度を養う。 

７ 指導計画（全７時間） 

次 時 第５学年 学習内容 次 時 第６学年 学習内容 

１ １ 円周を求める方法 
 

２ 
２ 正多角形の性質 

３ 正多角形の作図 
１ 
 

１ 円の面積を求める方法 

３ 
４ 円周の長さを調べる 

２ 等積変形による円の面積の求積公
式の理解 

５ 円周率の理解と練習問題 
３ 円の面積の練習問題 

４ ６ 
直径の長さと円周の長さの関係の活用
（道のり）（本時６／７） 

２ ４ 円の面積の活用（的当てゲーム） 
（本時４／７） 

５ ７ 練習問題 
５ 複合図形の面積 

 

３ ６ およその面積 

４ ７ 練習問題 



８ 本時の目標 

半円の円周の長さと直径に点をとっていくつ

かの半円に分けた場合の長さが同じになること

を直径と円周の長さの関係から導き，統合的・

発展的に考察することを通して，一般化するこ

とができる。【思考・判断・表現】 

 

正方形に敷き詰めた円の面積を複数考えて，

面積が同じであることに気づき，直径と面積の

関係を統合的・発展的に考察することを通し

て，一般化することができる。【思考・判断・表

現】 

 

 

９ 「教科等本来の魅力に迫るための教師の資質能力」との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準 具体的な児童・生徒の姿 具体的な児童・生徒の姿 

Ⅲ 

半円の円周の長さと直径に点をとっていく

つかの半円に分けた場合の長さが同じになる

ことを式に表し，一般化し，条件を自分で変

えて考えようとしている。 

正方形に敷き詰めた円の面積が同じにな

ることから，条件を自分で変えて発展的に

考察したり，比較することで共通点を見つ

け，統合的に考察したりしている。 

Ⅱ 

半円の円周の長さと直径に点をとっていく

つかの半円に分けた場合の長さが同じになる

ことを式に表し，分配法則を用いて考えてい

る。（評価規準） 

正方形に敷き詰めた円の面積が同じにな

ることに気づき，式に表して一般化すること

ができる。（評価規準） 

Ⅰ 

半円の円周の長さと直径に点をとっていく

つかの半円に分けた場合の長さが同じになる

ことを直径の長さと円周の長さの関係をもと

に考えている。 

正方形に敷き詰めた円の面積が同じにな

ることに気づき，直径と面積の関係をもとに

考えている。 

手立て【関連する教師の資質能力】 手立て【関連する教師の資質能力】 

○ 異学年交流を取り入れ，違う視点で考える場を設

ける。【授業構想力】 

○ 条件を変えた問題を用意し，共通点を意識できる

ようにする。【授業構想力】 

○ 児童の姿から，条件を変えた問題を出すタイミン

グを見計らって提示する。【授業実践力】 

○ 異学年交流を取り入れ，違う視点で考え

る場を設ける。【授業構想力】 

○ 条件を変えた問題を用意し，共通点を意

識できるようにする。【授業構想力】 

○ 児童が自ら条件を変えてパターンを見

つけることができるような発問をする。

【授業実践力】 



10 学習の展開 

５ 年 生 ６ 年 生 

指導上の留意点 
（◆評価） 学習活動と内容 

指導上の留意点 
（◆評価） 

１ リーダーが振り返りを
するように伝える。 

 
 
 
２ 課題をノートに書き，
めあてを考えるように伝
える。 

・問題を発展的に考察する
ことができるように，６
年生と一緒に導入を行
い，教師が直接指導する。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
３ 自力解決・集団解決 
比較して結論を出すこ 

とができるようにいろいろ
な表し方で考えることがで
きるようにする。 
・長さを決めなくても同じ
長さになることに気づく
ことができるように，円
周率と結びつけて考えら

れるようにする。 
◆様々 な道のりを考えるこ
とで，直径と円周の長さ
の関係に気づくことがで
きる。【数学的な考え方】 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

１ 前時の振り返り 
円周の長さを求めるに

は，直径×3.14をすれば
よい。 
 
２ 問題からめあてを考え
る。 

・点を何カ所かとって，小

さい円の方が近そう。 
・大きい円は遠回りかな。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
３ 自力解決・集団解決 
・まずは道のりの長さを求
めてみよう。 

 30×3.14÷２＝41.7 
・点を一つとるとどうなる
だろう。 

 15×3.14＝41.7 
・円を二つに分けても同じ
長さになりそう。 

・どちらも15×3.14にな
っている。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

１ 前時の振り返り 
 円の面積を求めるには，

半径×半径×3.14をす
ればいい。 

 
２ 問題からめあてを考え
る。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
３ 自力解決・集団解決 
・表に表す 
・どのような分け方をして

も，面積は同じになる。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

１ リーダーが振り返りを
するように伝える。 

 
 
 
２ 課題をノートに書き，
めあてを考えるように伝
える。 

・面積で広い方が当たりや
すいと考えることと，正
方形の一辺を直径とした
円を敷き詰めることを合
意形成しておく。 

・問題を発展的に考察する

ことができるように，６
年生と一緒に導入を行
い，教師が直接指導する。 

・面積が広い方はどっちだ
ろう。 

・面積は同じになるだろう

か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
３ 自力解決・集団解決 
・変わる数と変わらない数 
を見つけて，式に表す

ことができるようにす
る。 

・長さを決めなくても，割
合から面積の関係が分か
ることに気づくことがで
きるように，あえて数値

を示さないようにする。 
◆様々 な方法で面積を求め
ることで，直径の長さと
面積の関係に気づくこと
ができる。【数学的な考え
方】 

 

問題 
 どの道のりが近い？ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 問題 

当たりやすい的はどんなのだろう？ 
 
 
 
 
 
 
 

 

めあて 
 長さを比べる方法を考えよう。 

めあて 
 円の面積を使ってより当たりやすい的
を考えよう。 



４ 発展して考える 
 条件を変えた問題を用意

しておき，それを考えるこ
とで共通点を見つけること
ができるようにする。 
・児童が自分たちで条件を
変えることができそうで
あれば，条件の変更を児
童に任せる。 

５ まとめ 
・リーダーを中心に大切な
ことをまとめることがで
きるようにする。 

 

 
 
 
 

４ 他の場合を考える 
・点の位置が変わったらど

うなるのだろう。 
・点を２つにしたらどうな
るのだろう。 

 
 
 
 
５ まとめ 
直径と円周率が外側と

内側で同じになるので，ど
の道のりでも同じになる。 
 

 
 
 
 
 

４ 他の場合を考える 
・大きさが違う円を敷き詰

めたらどうなるのだろう
か。 

・正方形の大きさを変えた 
らどうなるのだろうか。 
 
 
 

５ まとめ 
 直径と正方形の一辺が同 
じだから，面積も等しくな
る。 
 

 
 
 
 

４ 発展して考える 
 条件を変えて考え，共通

点を見つけて一般化できる
ようにする。 
・条件の変更は個人に任せ
ることで様々 な場合を比較
できるようにする。 
 
 
５ まとめ 
・リーダーを中心に大切な
ことをまとめることがで
きるようにする。 

 

 
 
 
 

６ 交流する 
リーダーが学習内容を 

伝え，共通点を見つけるこ
とができるようにする。 
・直径に注目できるように
図を活用して説明するこ

とができるようにする。 

６ 交流する 
・５年生も６年生も同じになっている。 
・５年生の問題を円周の長さではなく，円の面積で考えたらど
うなるのだろうか。【６年生】 

・６年生の問題を円周の長さで考えるとどうなるのだろうか。
【５年生】 

・半径や直径に注目して，何倍になっているか考えると，関係
が分かる。 

６ 交流する 
 リーダーが学習内容を伝
え，共通点を見つけること
ができるようにする。 
・円の面積は半径の２乗に
なっていることと，正方

形の面積も２乗になって
いることに気づくことが
できるように図を活用し
て説明することができる
ようにする。 

７ 振り返り 

 学習して分かったことや 
気づいたことを書くように 
伝える。 

７ 振り返り 

・直径と円周率に着目する
と道のりを求めることが
できた。 

 ７ 振り返り 

・正方形に円を敷き詰める
時，一つでもいくつかに
分けても直径が同じだか
ら面積は同じになる。 

７ 振り返り 

 学習して分かったことや 
気づいたことを書くように 
伝える。 
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まとめ 
 点をどこで打って分けても，直径と円
周率が同じなので，道のりは変わらな
い。 

まとめ 
正方形の中に円を敷き詰めていって

も，正方形の一辺と直径が同じだか
ら，中にある円の面積は等しくなる。 



 


